第４回幼児教育ビジョン策定懇話会　議事録

◇日時：平成２７年１０月１５日（木）午後２時～４時

◇場所：市政記念館ホール
◇出席委員：北野幸子会長、溝邊和成副会長、松嶋康晴、森宏昭、隍政司、西嶋明美、阿部秀雄、大久保智子、有本弓美、齋藤久美子、角倉泰弘、大滝みと、嶋田知子、藤村文美（１４名）

◇欠席委員：山田雅子、小瀨木良和（２名）
◇次第

１　開　会

２　協議事項

　　　○乳幼児教育ビジョン案について
　　　　・作業部会からの報告（資料①）
　　　　　（事務局及び作業部会より説明）
　　　　・ビジョン骨子案について（舞鶴市乳幼児教育ビジョンに関する提言書案）
【意見交換】
（角倉委員）
・保幼小中の先生方が何回も議論をしてまとめあげていただき、そのご努力に対して敬意
を表したい。

・ビジョンや保育所・幼稚園でこのようにやっていくよというのは、子どもを持つ保護者としては非常にありがたい訳ですが、作業部会の中で、「本当にここまで幼稚園・保育園、学校でしなければならないの」「家庭なり保護者の方できっちりしてもらわないと保育所・幼稚園・学校では手が回らない」というような内容もあったのではないか。「これだけは家庭なり保護者なりで考えてほしい」というような意見はなかったのか。
（事務局）
・「褒めてあげてくださいね。一緒に遊んでくださいねと言ってもどうしていいかわからない保護者が多い」というような意見は出ていた。

・基本的生活習慣のように家庭の中でしていただく部分については、「一緒にやっていこうとすることがすごく大事」という話は出ており、ビジョンにはそれらを含めた書き方になっている。

・乳幼児教育は、家庭も地域も保育所・幼稚園も学校も全部一緒にやっていくことですよというスタンスでまとめている。計画では「それぞれの役割」の所で家庭における役割についても記述している。
（北野会長）
・改訂の教育基本法の中で、幼児期の教育という項目が新しく設けられ、その幼児期の教育の場というのは、家庭、地域、幼稚園・保育園・子ども園というのがすべて含まれている。

・幼児期にしたい教育のビジョンに関しては、決して家庭を外しているわけではない。

・すべての子どもの幼児期に必要な教育と考えた時に、それを補助したり支援したりする専門組織として、専門家は当然必要。例えば教育は大事だけれども、その機能が果たせてない機能不全に陥った家庭に対しての補てんはどこがするのか。そういう家庭の子どもたちを置き去りにしてはいけないと思う。
（角倉委員）
・その通りだと思う。しかし家庭における保護者としては、そこまで先生に御苦労をかけてよいのかなという気がしてならない。
・第１義的には保護者なり家庭がどのように育てたいというものを持つべきではないか。それに対して保幼小中の専門家の先生方の力を借りながら、集団生活の中でないと身に付けられない基本的な部分を団体生活の中でお世話になるべきではないか。
・例えば、「うちの子好き嫌いが多いので幼稚園とか保育所とか学校で直してくださいね」とか、子どもが幼稚園に行く時に「お母ちゃんボタンがとれたわ」「そんなもんお母ちゃん忙しいで幼稚園で先生に付けてもらいなさい」というような親は、親ではないと思う。だから本来第１義的に家庭でやらなければならないこと、専門家の力を借りなければならないこと、そういうことをきちっと区分けができる保護者なり親を育てていく機会の充実ということが、積極的にビジョンの中にも盛り込まれてもよいのではないか。
・「保護者を子育てのパートナーとして」という表現があるが逆ではないか。子育てのパートナーとして専門家の先生方にお世話になるのではないか。
・行政の役割の中では、行政でないとできない取組というのがある。自分の子どもをきちっと将来にこういう子どもに育てていくために家庭で何をなすべきか、そういうことを一つでも学んでいただく機会を積極的に行政が設けるべき。これは学校教育じゃなくて社会教育の範疇だと思う。
・親がいろんな知識を学びながら、子どもを通して子どもの成長に導いていくということが非常に大切だと思うので、行政の責務の中に家庭教育の充実という文言になるのか、社会教育の充実という文言になるのか分かりませんが、そういう表現も積極的に取り入れていただき、学校教育だけではなく保護者に対する学びの機会の充実ということも是非とも考えていただきたい。
（北野会長）
・子育てのパートナーというのは、本当は両方同じ立場でということなので、今言われたところもありますが、逆に学校教育としての保育のパートナーに家庭にもなっていただくということも同時に必要だと思うので、ここの表現に関しては再度しっかり確認します。
・民法820条にあるように、子育ての第１義的責任は家庭にあるということは、新システムに関わる内閣府の説明のどの場所でも、決して820条の子育ての第１義的責任が保護者にあるということを損なうものではないと言っている。
・専門職の責務を明示することが、家庭教育の第１義的子育ての責任を軽減することには決してならないので、そのことを最終的にしっかりと確認をさせていただく。
（森委員）
・膨大な資料ではありますけれども、皆さんの意見が盛り込まれているということで、より良い形での子どもの育ちができるように頑張っていかなければならないと少し緊張している。

・どちらかというと「ここまでできるのかな」という不安が多い部分があるが、こうしてよりよい子どもの状況を皆さんで考えていただいて、それに向かっていかなければいけないなと思っている。
・質を高めるという部分で、職員の資質向上ということにスポットを当て、今も取組を一緒にしているところがある。これは継続で必ずやっていかなければいけないことだし、小学校へどのようにつなげていくかということも保育指針や要領で書かれている重要なポイントであり、連携の言葉も決して外すことはできない大切な項目だと思っている。

・質の向上という部分が職員の資質向上、連携という部分が先生同士あるいは地域とのものとある。しかし子どもの環境向上の部分がちょっと見当たらないような文章のまとめ方になっている。

・状況改善や施設・人的環境、あるいはその体制、支援の状況であるとか、そういった質の高め方が根幹にあって、連携をしながら進めていくというようなニュアンスの文章が10ページの一番上にも欲しい。

・25ページの質の高い乳幼児教育の推進に向けてという部分についても、それぞれの役割のところが実は一番大事なのではないか。

・25ページの行政部署の連携強化のところで、私たち民間の保育所・幼稚園等に対する支援の文言が入っていない。そういったところの支援は行政の仕事ではないのか。29ページの接続のあり方報告の行政のリーダーシップの中には、行政機関として積極的な支援を行うなどのリーダーシップが求められるということで支援という言葉が入っている。やはりこういったスタンスが行政には求められるのであって、連携・情報発信という部分だけではなく、こういったところの文言整理をしっかりと打ち出していただきたい。

・「市が設置する公立園を活用し」という部分の「その中心的役割を担う人材育成に取り組むべきと考えます」というところで、乳幼児教育の重要な担い手としての役割を果たしていきますという決意はするけれど、公立園がその中心的役割や人材を担うという主旨に取れてしまい、ここで明文化されてしまうのは非常に辛い。ビジョンの文言の中でこれをスパっと書かれてしまうというのは、良いのか悪いのかは別にして、私たちが今力不足なんだというものを痛感せざるを得ないところになってしまうので、この文言は削除いただきたい。
（北野会長）
・私はそうは読まなかった。今の話を伺って提案したいと思ったのは、例えば25ページの最初の連携の必要性の前に「公立私立だとか園種だとか学校種類を超えて構成した作業部会では」というような書き方にしたり、あるいは最後の部分も例えば「研修経費を国がしっかり持って公立私立問わず研修に出てこれるような、いわゆる行政的な研修支弁・支援をして、この地域のすべての子どもの乳幼児教育に携わる人たちの中での中心的な人材育成に取り組む」というようにしてはどうか。ここの部分はターゲットを公立にしているわけではないし、あってはいけないと思っている。

・この懇話会は、それぞれ園に独自性や歴史や文化があるのは当然承知しているが、少子化になっているこの時代に、子どもを中心に公立私立、幼稚園・保育園そういった園種を超えて、この地域のすべての子どもを一緒に育てていこうという高い理想でスタートしたと思う。
・新しい時代の中で、親の就労とか考え方とか、働いていたのが働かなくなったら保育所から幼稚園に転園しなければいけないといった子供が保護者の都合で翻弄されているという実態がある。一方、私も一緒に参加させてもらっている研修でも、公立私立を超えてしているからこそ、質の向上が図られている。だからそこを分けるという考えは根底からないと思っているので、この文章自体はおいておくことが、実は最初に指摘になった構造・環境に対するその支援と関わってくると思う。
・教材費の支弁や研修の補償、代替保育者の人件費補償といったものを校種、園種、公立私立を超えて、市で質の向上を一緒に図っていこうということだと思うので、その点は決して公立園のスタッフが中心的ということではなく、みんなでやりましょうという共通認識でスタートしていると思うので、公立のことだけが書いてあると思わない。
・でもそう読まれるのであれば文章を考えるが、このままにしておいて、子どもの環境や研修補償、センター機能を公的な資金でしましょう。あるいは研究をして、その成果が出て、エビデンスとなって公的資金の拡大を図ることにつなげるということを税金でやりましょうという話とつながってくるというつもりでいるのだが。
（森委員）
・行政の部分については、３つの段落のうち上２つの中心的なリーダーシップの部分が書いてあるところは理解ができる。

・３段落目にある「市が設置する公立園を活用し」という段落の中に「中心的役割を担う人材育成」という言葉が入っているので、中心的という部分がもしあるとしたら、行政のリーダーシップ、中心的な役割を担っていただくというところかと思う。
（北野会長）
・３段落目の２行目のその他の地域の保育所・幼稚園等と研究成果を共有したりして、中心的な力のある人を公立私立問わず、全体として作っていこうということだと理解している。

・スタートの時点から公立私立、幼稚園・保育所・子ども園の話じゃなくて、舞鶴の全部の子どものためにできるものを作りたい。少子化の中で本当にもはや園種公私と言っている時代じゃない。

・社会的に周知することっていうのは、行政に責任があると思う。このような意見が私立園から出てくるのは、公私園種を超えて、市は全部の乳幼児の教育に責任を持っているということの広報不足かもしれない。市民にもちゃんと伝えてほしい。

・少なくなっている過疎化の時代の子どもたちの学びと集団の教育をしっかり補償するということを子どもたちにしてあげる。また、子どもを親の都合で翻弄させる制度ではなく、保護者の経済力や家庭教育能力や環境やそういったことを超えて、子ども中心の市の一つの方向性をみんなで受けていくためには、そういった立場に立っているということをもっと市民の方にも広報してほしい。

・私立保育園・幼稚園や子ども園や家庭教育関係、社会教育、生涯教育に関わる人たちに誤解されないようにしっかりと「一元化する」ってどういうことなのかっていうことを広報していただきたい。これは新システムの中での子ども園構想と関わってくることで、それは何かということももっとしっかり地域に伝えていくことを是非ともお願いしたい。
（森委員）
・ぜひとも一緒に高いところを目指します。
・11ページの「やりたい気持ち～」のところで０歳、２～３歳、４～５歳はあるが、１歳がない。

・０歳の「小さくてもやりたい気持ち（意欲）」のところで、無意識に経験を脳の中から刺激をとろうとしてやってしまう行動の段階に、やりたい気持ち（意欲）というところがわからない。
（北野会長）
・０歳から２～３歳に飛んでいるので、１歳を加えるか、あるいは０～１歳にするとか。
・「どんなに小さくても」の「どんなに」という表現は変えましょう。
・やりたい気持ち（意欲）というと、興味関心という言葉が先に発達的にあるべきであっておっしゃる通り。物に対する興味関心、芽生えもしっかり尊重し、自らやりたい気持ちの芽生えもしっかりっていうことを０～１歳っていう形で書いてはどうか。
（事務局）
・こういう頃の育ちという意味合いだったので、そこに年齢を意識しておらず、１歳が抜けているとかそういう感覚ではなかった。言っていただいた通りなので、そのように修正する。
（北野会長）
・０～１歳と書いて、物への関心のことを入れてください。
（角倉委員）
・25ページの「行政部署の連携強化」という部分の３行目に「市がこれらの役割をしっかりと果たすためには、保育所を所管する福祉部門と幼稚園や学校を所管する教育委員会との連携をより一層強化する必要があります」とあるが、幼稚園や学校のあとに「社会教育」という言葉を挟んでいただく訳にはいきませんか。
（事務局）
・ここで書いているのは保育所を所管する福祉部門と幼稚園、学校を所管する教育委員会で、当然、教育委員会の中には社会教育部門もありますので、教育委員会の中に社会教育の部分も含まれているという認識でいる。
（大久保委員）
・前回の意見を踏まえて再度作業部会の皆さんで議論をお世話になりありがとうございました。
・大切にしたいこと、主体性の尊重、遊び・環境・体験の重視、愛着関係・自尊感情の高まりなどの人との関わりの重視、それから小中学校との接続・連携を踏まえて、わかりやすいビジョンを考えていただいた。
・８ページの育てたい子ども像のところで、乳幼児期における育てたい子ども像というのが本当に整理されてスッキリとした形でビジュアル化、そして焦点化された。
・９ページには、８ページに書ききれなかった育てたい力・気持ち、土台となるものが補われていて、本当に分かりやすくしていただいた。
・10ページの、質の高い教育の充実のところにも、それらを踏まえて内容が分かりやすく整理されて書いていただいた。

・10ページに書かれている「質の高い教育」は乳幼児期の教育と捉えてよいか？それでいくと19ページに（２）切れ目のない教育で大切にしたいことということが書かれていて、それが保育所・幼稚園から見て小中学校との連携なのか、保育所・幼稚園、小学校、中学校の連携なのか、書き方の整理をしていただけたらと思う。

・②のところでも保育所・幼稚園・小学校「との」連携なのか、「の」連携なのか、そこについても文言の整理をしていただけたらと思う。
・６ページに全体の位置付けが書かれている中で、ふるさと舞鶴を愛し夢に向かって将来を切り拓く子どもを育てるために、０歳から１５歳までの切れ目のない質の高い教育の充実ということが示された中で、人間形成の土台、基盤づくりを担う乳幼児期の教育について、小学校・中学校が積極的に知って共通理解し、０歳から１５歳まで子どもを中心に据えて保幼小中の教育実践の充実に取り組んでいかなければならないと強い思いを持った。
（角倉委員）
・12ページの「ルールや約束を守ろうという気持ち（規範意識）を育てる」というところに「大人に決められたルールや約束よりも自分たちで話し合って決めたことの方が主体的に意識もでき、より守ろうとします」という表現があるが、幼稚園・保育園の子どもたちでこの時期に自分たちで話し合って決めたルールというのはできるのか。
（北野会長）
・できます。鬼ごっこでも４歳くらいで自分たちで作ったルールで遊ぶことをしている。
　
（嶋田委員）
・非常に立派な提言書ができており、読むのに必死だった。

・今２歳の子どもがおり、第１子ということで「どうしていいのかな」という不安もありつつ、それこそパートナーとして保育所の力を借りながら子育てをしている。その中で本当に大切にしていることは、９ページにある土台となる「愛着形成」「健康なからだと心」「基本的生活習慣」です。５歳までまだ３年ありますけど、この３つをしっかり子どもに身につけさせられるかということで正直不安でいっぱい。
・私も勤務に出ていて、朝９時過ぎから夕方６時くらいまで、教育保育を含め保育所にお願いしている。

・役割ということで、家庭がすべて基本と思って四苦八苦しているところですが、母親としては、基本的な生活習慣、愛着形成というところで、保育所・幼稚園にはぜひとも家庭のパートナーとしてお手伝いいただけるということが見えていればすごく安心する。子どもが起きている時間の半分以上過ごす場所なので、是非ともお手伝いいただきたい。親の甘えかもしれないがそのように思っている。
・今回の提言書のページをめくり「はじめに」のところが空欄だったのが非常に残念。「はじめに」というのは、なんのためにこのビジョンがあるのかということが明文化されるとても大切なところだと思う。本文には保幼小中の教育の専門家の英知が集約されたような文章になっているが、このビジョンが何のために作られたんだろうというところを共有できるのがまさに「はじめに」の部分であると思うので、なかったのが残念。
・この計画は２７年度から３０年度までの４か年の計画期間となっているが、すごく盛り沢山で、これを３０年時点で達成どうだったかということをレビューする時に非常に膨大な議論を重ねることになるかと思う。
・計画期間中、年度ごとに振り返ることもあると思うが、その時、どういうチェックをしていくかということも明らかにしておくと、より実効性が高まるのではないか。
・これは提言という形で懇話会から行政にお渡しし、このあとに実施計画（アクションプラン）を作られると思いますが、これには理想がたくさん書いてありますので、現状できていることもしっかり確認をしたうえでのアクションプランにしていただきたい。

・ビジョンの実施計画をこなすことばかりになってはいけないと思うので、やはり目の前の子どもにぜひ集中できる時間をたくさんとっていただきたいというのが、母親としての市民としての思いでもある。
（藤村委員）
・ビジョンの中で０歳から１５歳まで切れ目のない質の高い教育の充実を高く掲げているわけですが、私の子ども２人は、今思春期で非常に難しい時期を迎えている。子どもの問題と直面した時、母親同士の友達のつながりにずいぶん私自身が救われてきた。母親同士の友達というのは、まさに地域の幼稚園に通わせた時に一緒に役員をした人たちで、今もそのつながりがあって、自分の子や友達の子どもについての他愛もない会話の中から、私の知らない自分の子どもの姿が見えてきたり、そしてまたそれを耳にしたことで担任の先生に相談できたりしている。本当に横のつながりができたことが私は一番良かったなと思っている。私自身はそういう意味ではとても切れ目のなく、いろんな人に助けていただきながら今思春期を迎えられ、理想的に子育てができていることに感謝をしている。
・主任児童委員をしており０歳児を持つお母さんと関わる機会が非常にある。その中で感じることは、とても孤立した子育てをお母さんたちがしているということ。幼稚園に入るまでの３年間というのがとても孤独でそして一番つらい、辛く感じてしまう子育てをされているのを目の当たりにしている。このお母さんたちをなんとかバックアップできないかなと地域の幼稚園の園開放に誘うと、８ヶ月とか１０ヶ月の子どもを持つお母さん同士が自然に友達になる姿をみて、本当にとてもいい、地域で子育てをしているなと実感する。なので、やはり理想ではあるが、生まれた時からせめて１５歳までは地域で子どもを育てられるようなところがあれば、もっと救われるお母さんたちがいるのではないかというのを今、身をもって体験している。
・もう泣きそうになりながら私に訴えるお母さんたちもいる。ご主人の理解がなく、自分ひとりで知らない舞鶴で子どもを育てる、そんなお母さんをなんとかお友達をつくって社会のコミュニティの中に引きずりこんであげたい。このビジョンを読んで、まさにこれを伝えていきたい。
（西嶋委員）
・今もサポートの話がでましたが、保育所でも保健師と連携したり、民生委員と連携をしたりしながら、家の中に引きこもっておられるお母さん方にしっかりと手を差し伸べていきたいと思っている。
・午前中、保育園の公開保育を見せていただいた。子どもの興味・関心を保育の中に取り入れられ、子どもが主体的に遊んだり、発信したりする姿が見られた。保育士が子どもにどんな力をつけたいか、どう関わろうかとしっかり考えて保育されていた。子ども同士のトラブルの中で、自分の思いを表現する姿も見られ、以前は、おとなしいイメージの子どもたちが、自分というものをしっかりと発揮していた。保育士が関わって子どもに（乳幼児期につけたい）力をしっかりとつけていこうとしておられた。
・事務局から示していただいた図は、とてもわかりやすくなった。保育士として肝に銘じ、そして絵に書いた餅にならないようにしっかり子どもに力をつけていきたい。

・子どもの保育が変わると、子どもの表情も変わり、つく力も変わる。地域、幼稚園、小学校がしっかり何をすべきか、また家庭でしていただくこともすごく大切。そこも踏まえながらしっかり子育てをして、小中高とつないでいけるようにしていきたい。
（隍委員）
・26ページから資料編になっているが、資料②や③の子どもの数などについては単に資料編で良いと思うが、今日配布いただいた資料①については、質の高い教育の充実の特に作業部会の皆様の長時間にわたる議論のサマリーであると思うので、そういった意味では資料①は資料ではないのではないか。

・10ページの質の高い教育の充実の議論のベースがここにある。作業部会の皆さんの本当に長期間にわたる議論をあまり整理することなくここに盛り込んだらどうか。それは最大公約数ではないかもしれないが、こんな意見があって本編に表現されたということにしたほうがよいのではないか。

・どういうことを行うことによって質の高い幼児教育をしていきたいというところが、あとで振り返ったときに「ここに書いてあったな」と確認できるような形であれば、スペースが少し増えるかもしれないが、より分かりやすい提言書になると思う。
◆懇話会に参加しての感想
（松嶋委員）
・このような形で最重要課題として幼児教育の重要性ということをビジョン化していただいたことは非常にありがたい。これに基づきビジョンが策定されたうえは、保育園並びに幼稚園、小学校、互いに共有し合いながら高めていけたらと思うし、行政からの支援も厚くしていただけると信じていますので、非常にうれしいです。
（森委員）
・いろいろ意見を申し上げてきましたが、よい子どもの育ちが舞鶴で育っていくということをお願い申し上げた。本当に事務局、作業部会の皆さん、各委員さんには本当にお世話になりました。
（隍委員）
・このビジョンの懇話会にメンバーとして参加させていただいたことを光栄に思っている。

・乳幼児からの教育の必要性というのは改めて申すまでもなく、このことをしっかりと我が園の保育に結び付けていかなければならないと改めて自覚をした。

・園種、公立私立問わず、同じ就学前の機関がそれぞれよりよい子どもの育成のためにという、良い機会になったと思う。これは一つの成果としてのまとめではありますが、実はこれからがスタートなので、いろんな交流については、これからも園種を超えて、公立私立、設置の形態を問わず進めていく必要があると思う。
（西嶋委員）
・本当にまだまだできていない部分がたくさんある。意識して変わろうとしていることが大切だと思うので、将来を見据えて今、子どもたちにどういう力をつけたいか、どういうことに寄り添ったり、どういうことを働きかけていかなければいけないかということをしっかり見極めながら、保育所としてもしていきたい。

・もちろん地域、家庭、そして小中高の連携も大切だと思っているので、しっかり指導していただいたり、話し合ったりしながら、お互い学び合いながら進めていって、未来を担う子供たちが生き生きとした、自分したいことを見つめられる、そして舞鶴を愛せる子どもになってくれたらなと思っている。
（阿部委員）
・正直、幼児教育という部分に触れることがないということで、どういう話をさせていただいたらよいのか戸惑いながらこの懇話会に参加させてもらっていた。

・ただ中学校現場で非常に指導困難、なかなか自分の進路を切り拓いていけない様々な状況や条件の中で、たどっていくとやっぱり家庭、そして幼児期の教育というのが影響している。課題を持っている生徒は、小さい時に愛情不足というのが根本にやはりそこにあると思う。

・ただ課題を持っている生徒だけではなく、様々な意味で家庭教育の低下ということが言われている。中学校現場でも家庭、保護者を巻き込んでお互いに協力しながらやっていかなければならないことがあるが、学校側としてはどう家庭や保護者を巻き込むかという視点で取り組みを進めていかないと物事が前に進まない。家庭に期待をする、保護者に期待をする、だけれどもそれに応えてくれない。ちょっと合い添わないということが正直よくある。だから我々の視点としては、保護者、家庭を巻き込んでいく視点をすごく大切にしながら前に進めていきたい。
・提言書を見て、これまでの間、本当に長い時間かけていただいたことに対しまして敬意を表します。
（大久保委員）
・実際にはなかなか乳幼児期の教育に携わっておられる方から直接聞かせてもらうことが少なかったし、保護者、社会教育の皆様にも直接お話しを聞かせていただいて思いを知れたことは良かった。

・子どもたちを中心に据えて、舞鶴の子どもたちをみんなで育てていくという視点が大事で、これからが大事だと思っている。また小学校としてできること、協力しながら進めていきたい。
（有本委員）
・このような素晴らしい会議に参加させていただいてありがとうございました。
・正直、幼児教育・小学校教育というのが私自身、終わっているので、どうだったかなというのが正直な感想です。幼児期には幼児期のお友達とかお母さんのお友達とかたくさんいましたけれど、それぞれに子どもが大きくなっていくにつれて、その関係が少しずつ離れたりくっついたりというものがあって現在に至っている。
・ここでは公立の幼稚園、私立の保育所、幼稚園、小学校中学校とみておられますが、児童養護施設の保育士さんたちにもこういうことをお伝え願えたらすごくありがたいと感じている。というのが、「共働きの家庭の子どもは愛情が注がれていない。だからここで保育をお受けすることはしません」っていうことを考えている方がいる。そのお母さんはすごく悲しい思いをされていて、もっともっと家庭と地域がそういう保育士さんたちも巻き込んで一緒に育てていけるというのがあれば、子どもが悲しい思いをせずに育っていくのではないか。
（齋藤委員）
・子どもたちは人と人とのつながりの中で幼いころからのいろんなことを感じとって、心と体が成長していっているなと思っている。将来を担う子どもたちが育っていくように私自身もこれから関わっていきたいと思っているし、願っている。
（角倉委員）
・子育て支援協議会の立場で出席させていただいていた。地域で子育てをしていこうという組織の一員です。個人的に市の職員を３８年やり、その中の１５年が社会教育担当でした。その中で昭和５０年代を中心に、３歳児を持つ親の学習会とか新婚さんを対象にした乳幼児学級とかいろいろ取り組んできたので、ついついそちらに目が行ってしまい、なんとか親のための学びの機会が充実できたらという思いで発言をさせていただいた。
・親が学ぶ姿は、子どもにとっては決して悪影響は与えない。背中で示す家庭の中の教育作用かなと思っている。行政として親に対する学習機会の場の充実をぜひとも図っていっていただきたい。
・作業部会を中心に、幼保小中の先生方がいろいろとご苦労をされた集大成がこういう提言書になったものと感謝をしている。
（大滝委員）
・最初どうなるのかと思っていましたが、こんなにまとまるんだなと思ったのがひとつの感想です。

・これ読んでいて、すごく詳しく分かりやすく書いてあって、すごくいいなって、学べると思ったが、同時に「こうしなければならない」という気持ちが湧いてきてしまった。

・私たちは、「そのままでいいんだよ」っていうところが正解みたいに捉えがちな世代なので、できれば、私たち母親も教育の先生たちもみんなこれの途上にいるんです。ここを目指しているんです。ここがすごく理想なんですというようなことを書いて、ひとつの目標ですというのが書いてあったうえに、うまくいかない場合の相談窓口が最初に書いてあると、つながるのではないか。
・こういうことを意図とした保育士の研修があればいいなと思う。
（嶋田委員）
・私自身この懇話会への出席率５０％だったのが一番残念なことですが、最後の皆さんのご意見が聞けるタイミングに出席できてうれしく思う。
・１ページ目にOECDのところの文章を引用したところがあるが、この「多様化し相互につながった世界において、人生の成功と正常に機能する社会のために必要な能力」と、こういうことをベースとして子どもを育んでいかなければいけないんだというのをまず認識としてもって、本当に自分たちの子どもたちが生きる世界は新しい世界なんだなとすごく思った。
・このビジョンを作る段階とか実現する段階において、自分の子どもの頃を基準に考えたかと思うが、これを実行していくときは、未来の自分たちがまだ知らない枠組みの世界の中で、子どもたちは生きていくんだということで、本当にベースとなる土台をしっかり私も家庭の母として作っていきたいし、パートナーである保育所・幼稚園、小中高そういう教育としてお付き合いするところと作っていけたら、きっと安心して継承できるのではないかと思った。
（藤村委員）
・作業部会にはこのように分かりやすい図を作っていただきましたことを感謝する。
・思い切って公募になってみようという気になり、一市民としてこの場に座らせてもらい、とても有意義な会議だったと振り返っている。
・先ほど発言にもあったが、保護者をどう巻き込むかということ、そのように先生方が思ってくださっているということを常々私たちは胸に止めて、私たち保護者は横のつながりで子どもたちをこのビジョンを中心として見守っていきたいなと強く思っている。
（溝邊委員）
・今回私の立場から申しますと本当に良い機会をいただいた。隣に座っておられる北野先生に声をかけていただかないとおそらくこういったビジョンを作成する懇話会にはなかなか出席できない。
・こうやって皆さんの意見を聞きながら、どのように作成され、策定され、議論されていくのかっていうのを目の当たりに見せていただき、本当に充実した毎回だった。
・午前中、公開保育にも足を運ばせていただいた。私は小学校の方が特に専門ですけれども、保育をされている先生の子どもへの眼差し、それから実際に子どもがいろんなことを発見し取り組んで、前向きに「これができた」「あれができた」というような大きな歓声、拍手なども互いがコミュニケーションを持ちながらやっていく保育の姿を見せていただき、ある種感動をした。
・午前中の公開保育で自分のイメージが出来上がり、午後からの懇話会の本当の意味があそこにあるんだなということを確認した公開保育だったなと私自身喜んで帰ってきた。
・よくよく考えてみたら、あの子たちが２１世紀中葉で社会で活躍する子どもたちなんだなってあらためて感じた。とすると２１世紀中葉ということは、次の世代の２２世紀を作ろうとする子どもたちなんだなとも感じた。そういったところの舞鶴市の宝でありながら、日本、世界の宝物を私たちは教育保育をしていくという立場にいるんだなと思って責任感をずいぶんと感じた。

・そういった意味で本当に宝の原石を磨くといってもいいでしょうか。そういったシステムが今日このように提言という形でまとまっていったというのは素晴らしいことだと喜んでいます。おそらくご参加いただいている皆様方も、自分たちが参加した、そしてこれからもビジョンをこれからやっていくんだというような気持ちでいっぱいかと思うが、そこに居合わせた私は非常に喜ばしいことであり、本当に感謝申し上げる。
（北野会長）
・みなさん貴重な意見を本当にありがとうございました。私も本当に勉強になりました。
・新しい時代の新しいシステムをここから、本当に国内でもとっても質の高い理想の、本当に強い発信が日本中から注目されるようなものがご一緒に作れたのではないか。そう思うとすごく身震いがしますし、誇りに思うし、皆さんのお力添えを深く感謝します。私も勉強になりました。ありがとうございました。
・本日皆様からいただきました意見を踏まえたものを最終のビジョン案とすることにします。そのビジョン案については、私たちの議論の成果として市長に報告したいと思いますが、その最終のとりまとめにつきまして、会長である私に一任いただきたいと思いますがよろしいか。
（同意を得る）

・それでは事務局と私とで最終のとりまとめをし、最終のビジョン案については、市長へ提出する前に事務局から皆さんに配布してもらうことにします。

・以上をもちまして、本日の懇話会を終了させていただきます。委員の皆様におかれまして約半年の短い期間でしたが熱心なご協議をありがとうございました。作業部会メンバーの皆様もありがとうございました。

３　閉会
教育委員会瀬川教育振興部長あいさつ
以上
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